
年度 環境経営レポート
（対象期間： 年1月1日～ 年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０２３年１月２２日

株式会社ティービーエム

　　２０２２

更新日：

20222022

1 ページ



     目　　　　次

環境経営方針

組織の概要

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟 等の有無

緊急事態対応訓練

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

  項　　　　   目 ページ

7～9

10

10

11

11

3

4

5

6

6

当 社 製 品

2 ページ



＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 当社に適用される法規、条例、加入する団体の規約、協定等を遵守します。

２ ． 創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 4Ｒ化の推進を行います。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 化学物質の適正管理に努めます。

６ ． 環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

７ ． 全組織の参加により、環境マネジメントシステムの継続的改善を図ります。

８ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

代表取締役社長

環境経営方針

2020年1月10日

　

山田　益

制定日：

　当社は、「かけがえのない地球のために」をスローガンに、豊かな自然と美しい環境を愛し、積極的
な環境活動を行い社会に貢献します。

〔基本方針〕
環境保全の考え方に基づき、製品の受注から出荷に至る全段階において、資源の有効利用、廃棄
物4R(Refuse,Reduse,Reuse,Recycle)化の促進に努め、環境負荷を考慮することを基本方針とする。
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

株式会社ティービーエム
代表取締役社長　山田　益

（２） 所在地
本社・工場  〒399-4301 長野県上伊那郡宮田村6750番地
伊那工場  〒399-4501 長野県伊那市西箕輪2640番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 常務取締役　 唐澤　広晃　 TEL：0265－85－3333
事務局 総務部保全課 塩澤　和幸　　 TEL：0265－71－5888

（４） 事業内容
発電用タービンブレード、航空機部品、各種機械部品の製造

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社ティービーエム
対象事業所： 本社・工場

伊那工場
対象外： 無し
活動： 発電用タービンブレード、航空機部品、各種機械部品の製造

□事業の紹介

146,940
0 0

58名
11500 9631㎡

伊那工場
79名

合計
0名

本社・工場

11,500㎡

当社は火力発電や原子力発電用の蒸気タービン・ガスタービンおよび船舶用過給機などに使われるタービンブ

レード生産の専門企業です。 

高温、高回転での極限環境で活躍する発電機用のタービンブレードは材質が難削材であり、形状も複雑な 三

次元の曲面加工が要求され、更にサイズ的にも大きいため、蓄積された高い技術力と優れた生産設備が必要

であります。 

社是 

社名由来 

「タービンブレード及び機械部品加工のトップかつ最良のメーカーになろう」の

願いを・・・ 

当社は発電用を始め、各種タービンブレードの製作を得意とし、また機械部品

加工につきましても大手企業から高い評価をいただいております。 

そして"TOP&Best Maker of Turbine Blade＆Machine- parts"のイニシャルを用

いて『TBM』(株式会社ティービーエム)といたしました。 

会社のシンボルマークは『T』の英字にタービンブレードのイメージをダイレクト

に配し、さらに自然豊かな企業環境を強調するために『B』は天竜川の清流を、

『M』は崇高な中央アルプスをイメージするものといたしました。 
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

部門長

・環境に関する内部監査の実施・報告
・環境に関する内部監査の計画

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

内部監査チーム

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境管理 責任者

総務部
タービンブレード

事業部

環境委員会

役割・責任・権限

環境事務局

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

会　長

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

環境委員会

環境事務局

代表者　社長

内部監査員

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚全従業員

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

2021年4月1日

機械部品
事業部

品質管理部 生産技術部 技術部
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

144%

維持

56,010
×

×

維持

維持

25,774 21,591

184

維持
一般廃棄物の削減

kg

2,624,661

維持

52,00046,233 52,000

79% 維持

2019年 維持
〇

4,160 3,900 4,160

2019年

21,591

119%

59,970

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 2,642,457 2,589,608 2,443,853 2,563,183

（基準年) （目標） （実績） （目標）

評
価

60,997

2023年

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

項　目

0.48

　一般廃棄物排出量

水使用量 58,038 86,141 80,805

2020年

廃棄物排出量

2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 2,306,575

基準年度比 2019年

井戸水の削減

kg 52,000

kg 184

2,466,334 2,532,900

2019年

59,912

kg-CO2

基準値 　　２０２２

3,420 2,885 3,900

2019年 83%

基準年度比

灯油による二酸化炭素削
減

21,591
基準年度比

21,591

維持

　産業廃棄物排出量

自動車燃料による二酸化
炭素削減

88%

kg-CO2 39,887 33,070

4,160

維持

52,000

39,887

維持基準年度比

維持

2024年

（目標）

2,536,759
基準年度比 2019年 98% 92% 97% 96%

〇

206化学物質適正管理

基準年度比 2019年 89%

維持

80,708
基準年度比

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 2,703,935 2,651,086 2,502,696

廃液の削減

維持

84,087

維持

56,010

184

維持

環境に配慮した生産活動
不良率低減、稼働率向上、廃棄率削減

145

㎥ 56,010

4,160

維持

39,887

〇

〇

〇

39,887

維持

2,598,237

維持
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

0
0

12月
963

8月 9月

【評価】
空調機の故障と低温が影響し、増加に転じた。
【次年度の取組】今年度の維持活動は継続して実施する。

482,532 458,477 481,459437,332

・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○
・生産工程の待機時間短縮 ○

444,924 452,882 398,481 412,196 494,501

12月11月

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

473,609 412,800
462,476

0 1,923
0

【評価】
宮田工場のLEDへの更新もあってか、当初の目標を達成できた。
【次年度の取組】
今年度の目標達成手段は継続して実施する。各部署の生産性向上
の取組を実施する。

10月9月

10月 11月
2,533

1月

566

509,658

3,239 1,8043,385 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

8月7月6月

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

0 0 0 0 0

数値目標 〇

511,564

・暖房温度の適正化

・不要照明の消灯 ◎

448,577

数値目標 維持

0

466 0 0 0 02,487 1,656

2月

406,977
512,352 492,275

○
0

0 0

4月
408,946 362,865 385,183
382,078 351,053 413,282

5月3月

0

200,000

400,000

600,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10

月 

11

月 

12

月 

電力（kWh） 2019年 2022年 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

1

月 

2

月 

3

月 

4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

2019年 2022年 灯油（ℓ） 
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

取組紹介欄

2019年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

10月

360 390

6月 7月 11月
310

270 210 250 340 230

3月 5月
450 310

1月

1,111 762

300 380 440

1,290

12月

380
260 315 350 350
340 300 390 440

615 706 742
1,024

1月 2月 3月 4月 5月

778 825

9月

8月

816 855 958 942

9月

達成状況

数値目標 維持

2月

6月 7月 8月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

599 901

1,059 1,031 1,123 1,311 1,193 1,495 1,340
1,433 1,7801,100 903 1,100 1,648 1,303 1,776 1,643 1,712 1,414 1,382
1,071

達成状況

6月 7月 8月 9月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月 11月 12月

【評価】
減少したが、受注量減の影響か。
【次年度の取組】
今年度の維持活動は継続して実施する。

【評価】
昨年より営業機会があったものの、エコカーの効果で減少。
【次年度の取組】
今年度の維持活動は継続して実施する。

・アイドリングストップ

5月

727 838 1,042 749 730

・梱包材の再利用 ○

・分別の徹底 ◎
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

11月 12月
1,349

維持

○

1,0831,228 1,325 996

10月

・効率的なルートで配送
○

数値目標

4月

1月 2月 3月 4月

803 789 698

400 295

0

1,000

2,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

ガソリン（L) 2019年 2022年 

0

500

1,000

1,500

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

軽油（L) 2019年 2022年 

0

200

400

600

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

一般廃棄物（kg） 2019年 2022年 
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廃液の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

井戸水の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

化学物質適正管理

取組紹介欄

2019年

2022年 6 11 6

10月 11月 12月
17 17 11

6 17 6 17 17 6 17

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0 4,500 2,500

9月
5,312 5,502 6,047

12月
3,173 4,700

17 22

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月 2月 4月 5月3月

11,000

数値目標 維持

達成状況

5,442

【評価】
例年より増加。年末に水冷ヒートポンプから空冷に更新。次年度は
減少すると思われる。
【次年度の取組】
水使用量の確認。漏水の確認。

6月 7月 8月

7,650 8,018 8,020
3,844 4,174

10月 11月
3,0694,708 3,525

・代替物質の検討

6,952 6,494

【評価】
目標が達成された
【次年度の取組】
切削油の濃度管理の徹底と使用量の管理

22 11

8,039

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

6,216 5,595 4,974

×

5,571

17

5,382 6,574
7,737

11 6 11 22 6 33

・有害性物質の表示の徹底 ○
・容器の蓋の徹底

・作業の効率化 ○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

4,800
7,000

8月
6,000

9月

・リサイクル業者の開拓

1月

・作業ミスによる廃棄量の削減 ○

5,000 0
3,200 4,000

【評価】
減少傾向。受注減が影響か。
【次年度の取組】
今年度の目標達成手段は継続して実施する。

11月 12月
2,200 2,5003,200

×

数値目標 維持

達成状況

○
・作業ミスによる使用量増加の抑制 △

10月6月 7月

〇
・節水弁取り付け

達成状況

2月 3月 4月 5月

0 5,000 800 9,100 0
10,500 3,400 4,000 3,500 2,500

数値目標

×

維持
・節水シールの貼り付けとポスター掲示

0

5,000

10,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

井戸水 

（㎥） 
2019年 2022年 

0

10,000

20,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

廃液（kg） 2019年 2022年 

0

20

40

1

月 

2

月 

3

月 

4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

2019年 

2022年 
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機

浄化槽

□外部からの環境上の苦情・要望等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日：2022年12月22日（木） ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

浄化槽法
下水道法

振動規制法 空気圧縮機

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

油漏洩緊急時

危険物の保管

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

外部からの苦情は特にありませんでした。

・流出事故対応、通報訓練

計画通りに実施でき、ほぼ当初の目的を達成できた。

2022年9月1日(木）  9月16日（金）

計画通りに実施でき、ほぼ当初の目的を達成できた。

宮田工場、伊那工場

宮田工場　61名　　　伊那工場　45名

構内放送による通報訓練、消火班による消火栓放水訓練、消化器による消火訓練

宮田工場
　7名

環境関連法規制等の遵守状況の評価を２０２２年１２月２０日に行った結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

廃棄物処理法
適用される法規制

フロン排出抑制法
顧客要求事項

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

品質管理　

除害施設
消防法（危険物）

騒音規制法

水質汚濁法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針経営

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし ☐ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし ☐ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

環境配慮型工場 (伊那工場)

伊那谷の自然に調和した未来型の「公園」工場 太陽光発電システムを設置(発電容量は最大151kw/h)

 　　　    　　　 伊那工場天井照明（全灯LED）

本年度、宮田工場の照明を全灯LEDに更新しました。

・利害関係者からの苦情・要請等特にありません。
・環境上の問題点等特にありません。

　実施体制について見直しの必要はありません。

　　今回の取組についてほぼ目標を達成しています。 　環境経営目標及び環境経営計画は見直しの必要はあ
りません。

2023年1月11日

　新型コロナの影響や、昨今の電力料金大幅値上げによ
り、経営に大きな影響があります。そのような中でも今出
来ることを実施していきます。

　電力料金セーブの為、社内照明のLED化推進

【前回の指示への取組結果】

　エコアクション21の運用から、2年が経過し、当初はISOとの違いに困惑しておりましたが、少しずつ慣れてきております。これに
気を緩める事無く、常日頃から生産における無駄の排除や不良削減活動の更なる推進をして参ります。
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